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環境保全活動を行うNPO･NGOやボランティア団体を紹介するコーナー

自然観察から始まる自然保護
 みのお山自然の会

　みのお山自然の会は、みのお山自然観察会を開催していま
す。自然観察会の活動を通じて、自然のすばらしさや大切さ
を感じていただく事をボランティア活動で広げています。多
くの市民の皆さんが自然を大切に思ってくださったり、楽しさを
知っていただけたら自然を守る事に繋がると考えています。
　また、地域の自然保護、環境調査、やまちづくりの活動も
行っています。今の自然環境をより良くして、次の世代に確
実に引き継ぐ事を目標に経済優先の社会から環境と共存でき
る持続可能な社会へと仕組みを変えていきたいと活動してい
ます。
　身近な自然の中でじっくり自然体験・自然観察しています。
いままで気にも留めずに眺めていた自然が楽しく感じられま
す。身近な自然を発見する喜びから、この素晴らしい自然を
次の世代に伝えたいと思える仲間がたくさん増えてくださる
ことを願ってボランティア活動しています。
　すばらしい自然って、北海道や信州のような遠くへ行かな
ければ体験できないのでしょうか？意外なところにもすばら
しい自然があります。ご近所の自然発見して見ませんか？
　自然観察会って、なんだか難しそうな草花の名前を覚えたり、
小さな特徴から種別を見分けたりする頭の痛くなるようなお
勉強会ではありません。耳を澄ませば、鳥の声や風のそよぐ
音から自然が感じられます。葉っぱを２つに折ってにおって
みたら甘い香りがしたり、木肌をさわってみたらツルツルし
てたりコルクのようにフワフワしてたり、五感を使ってから
だ全体で自然を感じてみませんか。身近なところに意外な自

然のドラマや感動を見つけることが出来るかもしれません。
　自然と私たち人間の関係を考えるきっかけにしていただけ
たらと願っています。身近な自然を見続けることで愛着ある
自分の大切な自然観察フィールドをもってみませんか。大自
然へ出かけて行かなくても、ご近所の公園や団地の中の緑地
でも楽しい自然を感じることが出来ます。
     みのお山自然の会 　本多　孝（ipnetjapan@yahoo.co.jp）

2006年度大阪信愛女学院短期大学公開講座「環境総合研究所講座」ご案内
第1回 5月27日（土）「昆虫の世界を楽しむ・　虫の博物誌と科学」
第2回 6月  3日（土）「昆虫の世界を楽しむ・　フィールドでの虫の観察会」 
第3回 6月24日（土）「ヒトと植物とのかかわり－園芸活動はなぜ必要か－」 

開催時間：第1回：14:00～15:30、第2・3回：14:30～16:00
開催場所：第1回：本学鶴見学舎、第2回：鶴見緑地公園、第3回：大阪府立文化情報センター（中央区大手前）
申込み等問い合わせ先：大阪信愛女学院短期大学公開講座係（TEL06-6180-1041)

大阪信愛女学院短期大学講師・中学部教頭 松田 潔 氏
 同　　　　　　　　　 松田 潔 氏

大阪園芸療法研究会会長 太田 周作 氏

ため池の土堤で採取したヨモギでヨモギダンゴを作る

タンポポの綿毛、どこまで飛んでいくのかな？ 子ども達と近くの田畑で野鳥観察会


